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(57)【要約】
【課題】省力化が可能でかつ小規模農家にも導入が容易
な球根類の植付け方法および装置を提供する。
【解決手段】連続鉢体６の各個別鉢体に球根類を装填し
た後、この連続鉢体６を鉢体載置部５に載置し、ハンド
ル２４を引いて植付け装置１を前進させて溝切部４によ
り圃場２に植付け溝を形成しつつ、鉢体載置部５から引
き出された連続鉢体６を植付け溝へ繰り出して植付ける
。これにより、球根類の植付け作業を省力化かつ効率化
することができる。また、トラクタ等の動力源を必要と
しないので、植付け装置１を小型かつ安価に構成するこ
とができ、小規模農家にも導入が容易である。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
紙または紙のような薄膜を展開することにより形成される個別鉢体を連結片により連結し
てなる連続鉢体の各個別鉢体に球根類を装填した後、該連続鉢体を植付け装置の機台上の
鉢体載置部に載置し、前記植付け装置を移動させて該植付け装置の溝切部により圃場に植
付け溝を形成しつつ前記鉢体載置部から引き出された連続鉢体を前記植付け溝へ繰り出し
て植付けることを特徴とする球根類の植付け方法。
【請求項２】
前記植付け装置は前記機台の前記溝切部よりも進行方向前方に盛り土体を有し、前記植付
け装置を移動させて前記盛り土体により圃場の土を前記溝切部の進行方向前方に掻き寄せ
ることを特徴とする請求項１に記載の球根類の植付け方法。
【請求項３】
前記植付け装置は前記機台の前記盛り土体よりも進行方向前方に均し体を有し、前記植付
け装置を移動させて前記均し体により圃場の土を均すことを特徴とする請求項１または２
に記載の球根類の植付け方法。
【請求項４】
前記植付け装置は、前記機台上に設けられて前記鉢体載置部から引き出された前記連続鉢
体を一列に整列させて案内する鉢体案内部を有し、該鉢体案内部と前記鉢体載置部との間
に設けられた抵抗付与部により前記鉢体載置部から引き出された前記連続鉢体に引き出し
抵抗を付与することを特徴とする請求項１－４のいずれかに記載の球根類の植付け方法。
【請求項５】
進行方向後側の下面を接地面とした機台上に、その進行方向前側から順次、球根類を収容
した連続鉢体を載置する鉢体載置部と、該鉢体載置部から引き出された前記連続鉢体を１
列に整列させて案内する鉢体案内部と、該鉢体案内部から圃場へ前記連続鉢体を繰り出す
鉢体繰出し部と、が設けられ、さらに、前記機台の接地面に設けられ、圃場に植付け溝を
形成する溝切部と、前記機台の前記溝切部よりも進行方向前方に機台幅方向両側に一対で
設けられ、圃場の土を前記溝切部の進行方向前方に掻き寄せる盛り土体と、を有すること
を特徴とする球根類の植付け装置。
【請求項６】
前記機台の前記盛り土体よりも進行方向前方に設けられ、圃場の土を均す均し体を有する
ことを特徴とする請求項５に記載の球根類の植付け装置。
【請求項７】
前記鉢体載置部の傾斜角度が前記鉢体案内部の傾斜角度よりも小さく、前記鉢体載置部と
前記鉢体案内部との間に、前記鉢体載置部から引き出された前記連続鉢体に引き出し抵抗
を付与する抵抗付与部が設けられることを特徴とする請求項５または６に記載の球根類の
植付け装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、球根類の植付け方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　球根類を圃場に植付ける場合、発根および発芽部位が適正な位置（向き）となるように
姿勢を整える必要がある。例えば、ニンニク、ワケギは上下に向きを揃えて植付け、百合
根は横向きに寝かせて植付けることがある。このように、球根類は、植付け姿勢に指向性
があるため、小規模農家では、作業者が１つ１つ向きを整えて圃場に植付けていた。この
ような植付け作業は、非効率的なだけでなく、腰を曲げた低い姿勢で行われるため体への
負担が大きい。そこで、球根類の植付け作業を効率化する技術が開発されている（例えば
、特許文献１、２参照）。
【０００３】
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　しかしながら、例えば、特許文献１に記載のニンニク植付機では、ニンニク植付機を牽
引するための特別な動力源（トラクタ）を必要とするため、トラクタを所有している比較
的規模の大きい農家でなければ導入が難しい。また、特許文献２に記載の球根植物の促成
栽培方法および装置では、上記特許文献１に記載のニンニク植付機同様に特別な動力源が
必要であることから、構造が複雑化かつ大型化して設備コストが高くなり、小規模農家が
導入するのは極めて困難である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１１７５２０号公報
【特許文献２】特開２００４－３３０１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、省力化が可能でかつ小規模農家に
も導入が容易な球根類の植付け方法および装置を提供することを課題としてなされたもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の球根類の植付け方法は、紙または紙のような薄膜
を展開することにより形成される個別鉢体を連結片により連結してなる連続鉢体の各個別
鉢体に球根類を装填した後、該連続鉢体を植付け装置の機台上の鉢体載置部に載置し、前
記植付け装置を移動させて該植付け装置の溝切部により圃場に植付け溝を形成しつつ前記
鉢体載置部から引き出された連続鉢体を前記植付け溝へ繰り出して植付けることを特徴と
する。
　上記課題を解決するために、本発明の球根類の植付け装置は、進行方向後側の下面を接
地面とした機台上に、その進行方向前側から順次、球根類を収容した連続鉢体を載置する
鉢体載置部と、該鉢体載置部から引き出された前記連続鉢体を１列に整列させて案内する
鉢体案内部と、該鉢体案内部から圃場へ前記連続鉢体を繰り出す鉢体繰出し部と、が設け
られ、さらに、前記機台の接地面に設けられ、圃場に植付け溝を形成する溝切部と、前記
機台の前記溝切部よりも進行方向前方に機台幅方向両側に一対で設けられ、圃場の土を機
台幅方向中央に掻き寄せる盛り土体と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、省力化が可能でかつ小規模農家にも導入が容易な球根類の植付け方法
および装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態の植付け装置の平面図である。
【図２】図１の植付け装置の側面図である。
【図３】本実施形態の植付け装置の平面図であり、特に、植付け作業中を示す。
【図４】本実施形態の植付け装置の側面図であり、特に、植付け作業中を示す。
【図５】本実施形態の植付け装置の側面図であり、特に、ハンドルを立てた状態を示す。
【図６】本実施形態の植付け装置の側面図であり、特に、鉢体載置部と鉢体案内部との傾
斜角度を比較するための図である。
【図７】本実施形態の説明図であり、特に、引き出し板の作用を説明するために育苗箱を
断面で示した図である。
【図８】本実施形態の説明図であり、特に、育苗箱に連続鉢体がセットされるステップを
示す。
【図９】本実施形態の説明図であり、特に、育苗箱にセットされた連続鉢体にワケギ（球
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根類）が装填されるステップを示す。
【図１０】本実施形態の説明図であり、特に、均し体、盛り土体、溝切部の相対位置を示
す。
【図１１】他の実施形態の植付け装置の側面図であり、特に、鉢体載置部が水平に配置さ
れた態様を示す。
【図１２】本実施形態の平面図であり、特に、姿勢矯正作用を説明する図である。
【図１３】本実施形態の側面図であり、特に、姿勢矯正作用を説明する図である。
【図１４】他の実施形態の説明図であり、特に、スロープをした態様を示す。
【図１５】他の実施形態の説明図であり、特に、専用の育苗箱をした態様を示す。
【図１６】収穫の模式図であり、（ａ）は収穫時における圃場の作物の状態を示し、（ｂ
）は収穫作業の様子を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の一実施形態を添付した図を参照して説明する。なお、説明の便宜上、植付け装
置１の進行方向（図１ないし図４における右方向）を前方と規定する。
　本実施形態の植付け装置１は、各個別鉢体にワケギ１０（球根類）を収容した連続鉢体
６を鉢体載置部５にセットし、植付け装置１が圃場２を前進するに伴い、溝切部４により
圃場２の植付け面に植付け溝を形成しつつ、鉢体載置部５から引き出された連続鉢体６（
図３および図４参照）を鉢体案内部７により後方へ案内しながら、鉢体繰出し部８から上
記植付け溝内へ繰り出して植付けるように構成される。また、植付け装置１は、均し体１
４により圃場２の土を均すとともに、一対の盛り土体１７により圃場２の土を溝切部４の
前方に掻き寄せるように構成したものである。
【００１０】
　植付け装置１は、後側（図１および図２における左側）の下面を接地面とする機台３を
有する。機台３上には、進行方向前から順に、鉢体載置部５と、該鉢体載置部５に載置さ
れた育苗箱１９から引き出された連続鉢体６を整列させ、整列させた連続鉢体６を後方へ
向けて案内する鉢体案内部７と、該鉢体案内部７により案内された連続鉢体６を連続に繰
り出す鉢体繰出し部８と、が設けられる。鉢体案内部７は、連続鉢体６の滑動面を提供す
る底板１２と、該底板１２上に機台３幅方向（図１における上下方向）に一対で設けられ
た案内板１３と、を備えるフレーム１１を有する。また、一対の案内板１３は、案内板１
３間を通過した連続鉢体６を誘導して起立させる姿勢矯正部１５と、起立させた連続鉢体
６を整列させて鉢体繰出し部８へ向けて案内する案内部１６と、を有する。なお、図１２
および図１３は、姿勢矯正の模式図である。
【００１１】
　鉢体繰出し部８は、フレーム２０の底面を切欠いて形成した切欠き部２１を有する。フ
レーム２０には、切欠き部２１の前端を挟むようにして機台３幅方向（図１における上下
方向）両側に対向して配置されて左右対称（図１において上下対称）に形成される一対の
整列部材１８が設けられる。各整列部材１８は、フレーム２０に固定される取付片１８ａ
と、該取付片１８ａに屈曲部を介して連続する垂直片１８ｂと、該垂直片１８ｂの前側に
設けられて垂直片１８ｂに対して外側へ傾倒させた傾倒片１８ｃとにより構成される。な
お、垂直片１８ｂの後側は、切欠き部２１に沿うようにして後方へ延びている。また、一
対の整列部材１８の垂直片１８ａ間の間隔は、通過させる連続鉢体６の幅に合わせて適宜
設定することができる。
【００１２】
　機台３の接地面には、圃場２に植付け溝を形成する上記溝切部４が設けられる。該溝切
部４は、先端部を鋭角に閉じると共に後端部を開放した箱形に形成され、後部が鉢体繰出
し部８の後端近くまで延ばされる。また、溝切部４は、左右の対向する壁の間隔が切欠き
部２１の幅よりやや広く形成されており、鉢体繰出し部８から繰り出された連続鉢体６は
、この溝切部４の側壁にも案内されながら植付け溝へ繰り出される。さらに、機台３の後
端部には、植付け溝に繰り出された連続鉢体６に周辺の土を掻き寄せる一対のガイド板２
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３が設けられる。一対の掻き寄せ板２２は、さらに土の掻き寄せを行いたい場合（深植等
の場合）に設けられる。また、機台３の先端部には、Ｔ字形状のハンドル２４を有するス
タンド２５が設けられ、該スタンド２５の下端部には、圃場２を滑走可能なそり形状の滑
走体２６が設けられる。
【００１３】
　ハンドル２４は、スタンド２５に設けられたピン孔３６にピン３５を選択的に差し込む
ことによりヒンジ３７回りに回動あるいは固定することができる。なお、植付け装置１を
育苗ハウスなどのような狭い圃場で使用する場合、図５に示されるように、ハンドル２４
を立てることにより、ハウスの壁などのような圃場の際近くまで植付けが可能となる。図
２に示されるように、均し体１４は、機台３幅方向（図１における上下方向）に間隔を有
して配置された一対のフレーム９間に架設された架設片１４ａと、該架設片１４ａの左右
両側に設けられる一対の取付け片１４ｂと、架設片１４ａの後端に連続して該架設片１４
ａに対して所定角度（鈍角）をなす均し片１４ｃと、により構成される。一対の取付片１
４ｂは、一対のフレーム９の外側面に一定のピッチで設けられた複数個（本実施形態では
片側６個）のねじ孔２７と同一ピッチの一対の取付け孔を有しており、これにより、均し
体１４の取付け位置をフレーム９前後方向へ（本実施形態では５段階に）調節することが
できる。
【００１４】
　図１および図２に示されるように、一対の盛り土体１７は、左右対称に形成されてフレ
ーム１１の両側面に設けられる。各盛り土体１７は、フレーム１１に取付けられる取付け
片１７ａと、該取付け片１７に連続して前傾するとともに外側へ開くように形成された盛
り土片１７ｂと、により構成される。図４に示されるように、一対の取付片１７ａは、フ
レーム１１の両側面に一定のピッチで設けられた複数個（本実施形態では片側４個）のね
じ孔２９と同一間隔の一対の長孔２８を有しており、これにより、各盛り土体１７の取付
け位置を、上下方向（図２における上下方向）へ無段階に調節することができるとともに
フレーム１１前後方向へ（本実施形態では３段階に）調節することができる。なお、図２
に示される符号３０は、フレーム１１上面に取付けられた補助ハンドル、また、符号３１
は、機台３後部の圃場２に対する浮き上がりを防止するチゼルである。このチゼル３１は
、圃場２に対する食い込み角度を調節可能に設けられる。
　なお、均し体１４及び盛り土体１７は本実施形態以外の形状を取ることができる。例え
ば、圃場に接する部分に熊手のような凹凸を設けたり、湾曲させるなど、圃場に合わせて
適宜変更することができる。
【００１５】
　図６に示されるように、植付け装置１は、鉢体載置部５の傾斜角度θ5（本実施形態で
はθ5＝５°）が、鉢体案内部７の傾斜角度θ7（本実施形態ではθ7＝１５°）よりも小
さく設定されている（θ5＜θ7）。これにより、鉢体載置部５と鉢体案内部７との間の乗
り継ぎ部３２（抵抗付与部）により鉢体載置部５から引き出された連続鉢体６に引き出し
抵抗が付与され、連続鉢体６がまとめて（連結片が延びずに）引き出されるのを防ぐこと
ができる。より詳細には、鉢体載置部５の載置面と鉢体案内部７の案内面との勾配差によ
り鉢体載置部５と鉢体案内部７との間に凸状の乗り継ぎ部３２が形成され、該乗り継ぎ部
３２を連続鉢体６が通過するときに生じる乗り継ぎ部３２と連続鉢体６との摩擦により、
連続鉢体６に引き出し抵抗が付与される。なお、図７に示されるように、本実施形態では
、鉢体案内部７の前端に、略く字状に屈曲されてヒンジ３３回りに回動可能な引き出し板
３４が設けられる。この場合、引き出し板３４の屈曲部が上記乗り継ぎ部３２（抵抗付与
部）に相当する。
【００１６】
　次に、本実施形態の作用を説明する。ここでは、前述した植付け装置１を使用して圃場
２にワケギ１０（球根類）を植付ける場合を説明する。
　まず、図８に示されるように、育苗箱１９に連続鉢体６をセットする。ここで使用され
る育苗箱１９は、一般に市販される育苗用の箱であり、本実施形態の植付け装置１のため
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の専用品ではない。次に、図９に示されるように、育苗箱１９にセットされた連続鉢体６
の各個別鉢体に手作業でワケギ１０を装填する。なお、ワケギ１０を各個別鉢体に装填す
る作業は、テーブル上に育苗箱１９およびワケギ１０を置くことで、作業者がいすに座っ
た状態で行うことができる。また、連続鉢体には、例えば、ＷＯ２００６／０７０７３８
号公報などに記載されているものが使用できるが、これらに限定されるものではない。
【００１７】
　次に、この連続鉢体６を育苗箱１９ごと植付け装置１の鉢体載置部５にセットした後、
図７に示されるように、引き出し板３４をヒンジ３３回りに図７における時計回り方向へ
回動させて当該引き出し板３４の端部を育苗箱１９の連続鉢体６の後端部分の下（連続鉢
体６の下に下敷き紙が敷いてある場合には下敷き紙の下）に差し込んでおく。なお、連続
鉢体６は、使用されている水溶性の糊が溶ける程度に湿らせておく。次に、圃場２の植付
け開始位置に位置させた植付け装置１の鉢体載置部５上の育苗箱１９から連続鉢体６の先
端を引き出し、この一条の連続鉢体６を鉢体案内部７および鉢体繰出し部８を通過させ、
その先端を予め圃場２に形成しておいた植付け溝内に植付けて固定する。
【００１８】
　次に、ハンドル２４を引いて植付け装置１を前進、すなわち、図３および図４における
右方向へ滑走させると、図１０に示されるように、均し体１４により溝切部４前方の土が
均された後、盛り土体１７により土が溝切部４の前方（直前）に掻き寄せられる。これに
より、圃場２の植付け面が平らに均されるとともに、後述する一対の掻き寄せ板２２によ
り掻き寄せる土を確保することができる。そして、溝切部４の前端部分に位置するチゼル
３１を圃場２に食い込ませて機台３後部の浮き上がりを抑制しながら、溝切部４により圃
場２に植付け溝を形成する。これと同時に、連続鉢体６は、植付け装置１の前進に伴って
鉢体載置部５上の育苗箱１９から順次引き出され、鉢体案内部７の姿勢矯正部１５、案内
部１６、ならびに、鉢体繰出し部８の一対の整列部材１８間を通過して切欠き部２１から
整列された状態で植付け溝内に繰り出される。さらに、植付け溝内の連続鉢体６は、一対
のガイド板２３によりその植付け姿勢が保持され、一対の掻き寄せ板２２により掻き寄せ
された土とにより圃場２に固定される。
【００１９】
　この実施形態では以下の効果を奏する。
　本実施形態によれば、連続鉢体６の各個別鉢体にワケギ１０（球根類）を装填した後、
この連続鉢体６を植付け装置１の鉢体載置部５にセットし、ハンドル２４を引くことで植
付け装置１を前進させて機台３に設けられた溝切部４により圃場２に植付け溝を形成しつ
つ、鉢体載置部５から引き出された連続鉢体６を、鉢体案内部７および鉢体繰出し部８を
通過させて植付け溝へ繰り出して植付ける。
　したがって、球根類の植付け作業を省力化かつ効率化することができる。また、作業者
は、連続鉢体６の各個別鉢体に球根類を装填する作業をいすに座った状態で行うことがで
きることから、腰を曲げた低い姿勢で圃場２に球根類を１つ１つ手で植付けるという過酷
な作業から解放されて体への負担を軽減することができる。
　また、トラクタ等の動力源を必要としないので、植付け装置１を小型かつ安価に構成す
ることができ、育苗ハウスあるいは小規模農家であっても導入が容易である。また、従来
技術と比較して構造がシンプルで操作も簡単であることから、婦女子や高齢者等であって
も植付け作業を安全かつ容易に行うことができる。さらに、連続鉢体６を使用することで
、植付け精度（球根類の向き、植付け間隔）を確保することができる。
　また、一対の盛り土体１７により溝切部４の前方（直前）に土を集めて盛るので、比較
的柔軟な圃場２であっても十分な量の土で球根類を安定させて植付けることができる。ま
た、一対の盛り土体１７の前方に均し体１４を設け、該均し体１４により圃場２の植付け
面の凹凸を平らに均したので、植付け品質（植付け状態、植付け精度など）を良好に維持
することができる。すなわち、このように構成することにより、圃場２の均平、溝切部４
の進行方向前方への盛り土を一連の動作で行うことができ、植付け作業の事前の圃場整備
の労力も軽減することができる。



(7) JP 2010-273631 A 2010.12.9

10

20

30

40

　さらに、一対の整列部材１８の各垂直片１８ｂの後側を切欠き部２１に沿うようにして
後方へ延ばしてガイド板２３としたので、連続鉢体６の各個別鉢体は、植付け溝に繰り出
される直前までにより姿勢が保持され、植付け溝に繰り出された直後に一対の掻き寄せ板
２２により土がかけられるため、植付け品質（植付け精度を含む）を確保することができ
る。また、植付け装置１は、一対の整列板１８間の間隔を対象となる球根類に応じて調節
することができるので、ワケギ１０の他、例えば、ニンニク、ラッキョウ、百合根等の様
々な球根類の植付けに対応させることができる。
　また、鉢体載置部５の載置面の傾斜角度θ5を、鉢体案内部７の案内面の傾斜角度θ7よ
りも小さく設定したので（θ5＜θ7）、鉢体載置部５と鉢体案内部７との間の乗り継ぎ部
３２（抵抗付与部）により鉢体載置部５から引き出された連続鉢体６に引き出し抵抗が付
与され、連続鉢体６がまとめて引き出されるのを防ぐことができる。
【００２０】
　なお、実施形態は上記に限定されるものではなく、例えば次のように構成してもよい。
　本実施形態では、一般に市販されている育苗箱１９を採用したが、図１５に示されるよ
うに、後部（図３、図４および図１５における左側部分）が開口した、すなわち、後部の
壁が無い専用の育苗箱１９ａを採用することができる。この場合、引き出し板３４（図７
参照）が不要となる。
　また、本実施形態では、鉢体載置部５を鉢体案内部７の傾斜角度θ7よりも小さい傾斜
角度θ5（θ5＞０°）で傾斜させて植付け装置１を構成したが、図１１に示されるように
、鉢体載置部５を水平（θ5＝０°）に配置して植付け装置１を構成してもよい。さらに
は、図１４に示されるように、連続鉢体６と育苗箱１９との間（連続鉢体６の下に下敷き
紙が敷いてある場合には下敷き紙と育苗箱１９との間）にスロープ３８を差し入れること
により、引き出し板３４（図７参照）が不要となる。この場合、スロープ３８の後端部が
乗り継ぎ部３２（抵抗付与部）となる。
【００２１】
　本実施例においては、鉢体に培地や肥料などを所用量装填し、そこに球根類を装填する
こともできる。
　本装置は、ワケギやニンニクなどの球根類において大きな効果を有するが、個別の鉢体
に培地を装填し、播種、育苗の後に圃場へ移植する移植機としても使用することができる
。この場合は、ホウレンソウなどの軟弱野菜、トルコギキョウなど、草高の大きくない作
物に好適である。
【００２２】
　本方法は、植付け作業を省力化するのみではなく、収穫作業の省力化をも可能とするも
のである。すなわち、図１６に示すように、連続鉢体に必要な強度がある場合は、収穫時
の際、株の一つ一つを抜いていかなくとも、連続鉢体を一方又は双方から引っ張り上げる
ことにより、作物を一列まとめて抜くこともできる。
【符号の説明】
【００２３】
１　植付け装置、２　圃場、３　機台、４　溝切部、５　鉢体載置部、６　連続鉢体、７
　鉢体案内部、８　鉢体繰出し部、１０　ワケギ（球根類）、１４　均し体、１７　盛り
土体、３２　乗り継ぎ部（抵抗付与部）
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